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国
指
定
天
然
記
念
物
に
お
け
る
伝
承
を
有
す
る
植
物
の
実
態山 

川　
志 

典

一　
研
究
の
背
景
と
目
的

（
一
）
天
然
記
念
物
の
保
護
と
指
定
基
準

日
本
に
お
い
て
、
動
物
・
植
物
・
地
質
鉱
物
と
い
っ
た
「
自
然
物
」
に

価
値
を
見
出
し
、
保
護
す
る
仕
組
み
と
し
て
「
天
然
記
念
物
）
1
（

」
が
あ
る
。

天
然
記
念
物
は
、
一
九
一
九
年
に
制
定
さ
れ
た
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保

存
法
を
前
身
と
し
、
一
九
五
〇
年
に
制
定
さ
れ
現
在
に
至
る
文
化
財
保
護

法
に
お
い
て
使
わ
れ
る
概
念
・
用
語
で
あ
り
、
文
化
財
保
護
法
や
各
自
治

体
の
文
化
財
保
護
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
指
定
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
、

保
護
さ
れ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
法
第
二
条
で
は
「
文
化
財
」
を
定
義
し
て
お
り
、

貝
づ
か
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅
そ
の
他
の
遺
跡
で
我
が
国

に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
、
庭
園
、
橋
梁
、

峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
そ
の
他
の
名
勝
地
で
我
が
国
に
と
つ
て
芸
術
上

又
は
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
並
び
に
動
物
（
生
息
地
、
繁
殖
地
及

び
渡
来
地
を
含
む
。）、
植
物
（
自
生
地
を
含
む
。）
及
び
地
質
鉱
物

（
特
異
な
自
然
の
現
象
の
生
じ
て
い
る
土
地
を
含
む
。）
で
我
が
国
に

と
つ
て
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
記
念
物
」
と
い
う
。）

と
「
記
念
物
」
が
定
義
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、「
動
物
（
生
息
地
、
繁

殖
地
及
び
渡
来
地
を
含
む
。）、
植
物
（
自
生
地
を
含
む
。）
及
び
地
質
鉱
物

（
特
異
な
自
然
の
現
象
の
生
じ
て
い
る
土
地
を
含
む
。）
で
我
が
国
に
と
つ

て
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
」
が
「
天
然
記
念
物
」
と
な
る
。
具
体
的
に

は
、「
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
指
定
基

準
）
2
（

」（
以
下
「
国
指
定
基
準
」
と
す
る
）
に
基
づ
い
て
、
そ
の
天
然
記
念
物

と
し
て
の
価
値
が
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
植
物
に
つ
い
て
は
、

二　
植
物

　
（
一
）
名
木
、
巨
木
、
畸
形
木
、
栽
培
植
物
の
原
木
、
並
木
、
社
叢

　
（
二
）
代
表
的
原
始
林
、
稀
有
の
森
林
植
物
相

　
（
三
）
代
表
的
高
山
植
物
帯
、
特
珠
岩
石
地
植
物
群
落

　
（
四
）
代
表
的
な
原
野
植
物
群
落

　
（
五
）
海
岸
及
び
沙
地
植
物
群
落
の
代
表
的
な
も
の

　
（
六
）
泥
炭
形
成
植
物
の
発
生
す
る
地
域
の
代
表
的
な
も
の

　
（
七
）
洞
穴
に
自
生
す
る
植
物
群
落

　
（
八
） 

池
泉
、
温
泉
、
湖
沼
、
河
、
海
等
の
珍
奇
な
水
草
類
、
藻
類
、

蘇
苔
類
、
微
生
物
等
の
生
ず
る
地
域

　
（
九
）
着
生
草
木
の
著
し
く
発
生
す
る
岩
石
又
は
樹
木

　
（
十
）
著
し
い
植
物
分
布
の
限
界
地

　
（
十
一
）
著
し
い
栽
培
植
物
の
由
生
地

　
（
十
二
）
珍
奇
又
は
絶
滅
に
瀕
し
た
植
物
の
自
生
地

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、「
原
始
林
」「
自
生
地
」「
代
表
的
な
も
の
」

と
い
う
基
準
や
希
少
性
が
、
植
物
の
生
態
を
扱
う
学
問
分
野
か
ら
の
調
査

研
究
に
よ
り
「
学
術
上
価
値
が
高
い
も
の
」
と
さ
れ
、
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、「
並
木
」「
社
叢
」「
栽
培
植
物
」

と
い
っ
た
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
植
え
ら
れ
、
育
て
ら
れ
、
意
識
的
に
手

入
れ
が
な
さ
れ
て
残
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
植
物
に
関
す
る
評

価
や
、「
名
木
」「
珍
奇
」
と
い
っ
た
植
物
に
対
す
る
評
価
も
み
ら
れ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
天
然
記
念
物
（
植
物
）
は
、
単
に
植
物
そ
の
も
の
の
学
術

的
評
価
（
大
き
さ
、
樹
齢
、
希
少
性
な
ど
）
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
の
関

わ
り
を
持
ち
、
人
が
守
り
育
て
て
き
た
も
の
に
加
え
、
人
が
そ
れ
を
「
名

木
」「
珍
奇
」
と
し
て
認
定
す
る
評
価
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
「
名
木
」「
珍
奇
」
な
る
植
物
を
瞥
見
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の

中
に
は
、
植
物
の
発
生
や
名
称
に
関
す
る
伝
説
の
存
在
や
、
そ
れ
を
ふ
ま

え
て
、
ご
利
益
が
あ
る
の
で
参
拝
す
る
、
傷
を
つ
け
る
と
悪
い
こ
と
が
起

き
る
の
で
大
切
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
行
為
（
活
動
）
を
含
め
た
伝
承
を

有
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）
天
然
記
念
物
保
護
制
度
に
お
け
る
植
物
に
関
わ
る
伝
承
の
認
識

植
物
の
保
護
制
度
と
し
て
の
天
然
記
念
物
は
、
一
九
二
〇
年
に
公
布
・

施
行
さ
れ
た
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の
成
立
が
重
要
な
出
来
事
と

な
っ
て
い
る
。
同
法
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
史
蹟
や
名
勝
と
共
に
保
護
の

枠
組
み
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
中
で
、
天
然
記
念
物
の
指
定
・
価
値
づ
け
の

際
に
、
郷
土
保
護
へ
の
意
識
や
、
植
物
生
態
学
的
な
見
地
か
ら
だ
け
で
は

な
く
人
と
植
物
の
関
わ
り
や
由
緒
等
に
つ
い
て
も
意
識
を
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
4、
3
（

。

同
時
期
に
、
柳
田
國
男
は
、「
ツ
バ
キ
自
生
北
限
地
帯
」（
一
九
二
二
年

指
定
）
の
ツ
バ
キ
つ
い
て
、
発
生
の
伝
説
や
採
取
を
禁
じ
る
と
い
っ
た
伝

承
に
よ
っ
て
現
存
し
て
き
た
経
緯
を
述
べ
て
い
る）

5
（

。
こ
れ
は
植
物
が
人
と

の
関
わ
り
の
中
で
保
護
・
継
承
さ
れ
て
き
た
事
例
と
し
て
の
指
摘
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
を
発
展
的
に
継
承
し
た
と
い

え
る
文
化
財
保
護
法
下
の
天
然
記
念
物
に
お
い
て
も
、「
文
化
的
」
あ
る
い

は
「
民
俗
的
」
な
評
価
が
あ
る
こ
と
や
、
指
定
を
さ
れ
た
樹
木
の
管
理
主

体
と
し
て
の
寺
社
の
多
さ
に
関
す
る
指
摘
が
あ
る）

6
（

。

ま
た
、
岡
本
貴
久
子
は
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
天
然
記
念
物
に
お
手

植
え
の
伝
承
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

7
（

。

こ
の
よ
う
に
、
天
然
記
念
物
（
植
物
、
特
に
樹
木
）
は
、
大
正
期
の
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の
成
立
過
程
か
ら
現
在
の
文
化
財
保
護
法
ま
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で
、
歴
史
的
事
象
（
伝
説
性
の
高
い
も
の
を
含
む
）
を
伝
え
る
存
在
と
し

て
の
指
定
や
保
護
が
展
開
さ
れ
て
き
た
一
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

（
三
）
植
物
に
ま
つ
わ
る
伝
承
の
研
究

植
物
と
伝
承
に
関
す
る
研
究
や
報
告
は
、
国
内
外
問
わ
ず
膨
大
に
あ
る
。

そ
の
な
か
で
も
植
物
に
関
す
る
伝
説
は
、
日
本
に
お
い
て
も
長
ら
く
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
樹
木
に
つ
い
て
は
、
伝
説
の
内
容
や
植

物
の
樹
種
や
形
態
か
ら
の
分
類
に
よ
り
整
理
が
さ
れ
て
き
て
お
り）

8
（

、
こ
こ

か
ら
は
、
伝
説
が
結
び
つ
く
存
在
と
し
て
の
樹
木
（
植
物
）
の
存
在
が
、

広
く
認
知
さ
れ
、
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

そ
の
な
か
で
、
佐
藤
征
弥
、
阿
部
梨
沙
、
乃
村
亜
由
美
、
姜
憲
、
瀬
田

勝
哉
「
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
巨
樹ʊ

樹
種
お
よ
び
巨
樹
に
ま
つ
わ
る
伝
承

の
比
較
の
研
究
」（『
植
生
史
研
究
』
第
二
一
巻
第
一
号  
二
〇
一
二
）
は
、

『
大
日
本
老
樹
名
木
誌
』
と
『
朝
鮮
巨
樹
老
樹
名
木
誌
』
を
基
に
樹
種
や
所

有
者
（
所
在
地
）、
伝
承
を
比
較
し
、
樹
木
に
ま
つ
わ
る
伝
承
の
日
本
列
島

と
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
共
通
点
と
相
違
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
対
象
は
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
資
料
に
掲
載
さ
れ
た
伝
承

を
分
析
対
象
と
し
て
そ
の
傾
向
を
把
握
し
て
い
る
点
で
、天
然
記
念
物
（
植

物
）
と
伝
承
の
関
係
を
指
摘
し
た
先
行
研
究
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
一
方

で
、
こ
の
研
究
で
は
「
巨
樹
」
以
外
の
植
物
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
し
て

い
な
い
。

加
え
て
、
日
本
国
内
で
地
域
に
お
け
る
文
化
財
・
文
化
遺
産
の
活
用
に

関
心
が
集
ま
る
中
、
口
承
文
芸
研
究
分
野
に
お
い
て
も
、
地
域
の
伝
説
や

昔
話
と
い
っ
た
口
承
文
芸
に
つ
い
て
、
伝
説
に
登
場
す
る
・
関
連
の
あ
る

場
所
や
史
跡
等
の
文
化
財
と
の
関
係
を
扱
っ
た
研
究
も
み
ら
れ
る
）
10、
9
（

。

（
四
）
研
究
の
目
的

よ
っ
て
、
本
研
究
は
、
現
在
、
近
代
法
に
基
づ
き
天
然
記
念
物
と
し
て

保
護
さ
れ
て
い
る
植
物
と
伝
承
の
関
係
性
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

文
化
財
・
天
然
記
念
物
と
い
う
枠
組
み
を
通
じ
て
、
植
物
と
人
が
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
っ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
、
今
後
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
な
の

か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

具
体
的
に
は
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
一
点
目
は
、
文

化
財
保
護
制
度
の
中
で
、
伝
承
を
有
す
る
植
物
が
ど
の
よ
う
に
天
然
記
念
物

と
し
て
指
定
さ
れ
て
き
た
の
か
を
み
る
た
め
に
、
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
国

指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
を
対
象
と
し
、
伝
承
の
有
無
を
確
認
し
た
う
え

で
、
指
定
時
期
と
指
定
時
の
評
価
と
な
る
指
定
基
準
か
ら
、
伝
承
を
有
す
る

国
指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
の
指
定
の
傾
向
を
把
握
す
る
（
目
的
一
）。

二
点
目
は
、
伝
承
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
国
指
定
天
然
記
念
物
（
植

物
）
か
ら
、
そ
の
伝
承
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
く
（
目
的
二
）。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、「
天
然
記
念
物
」
と
い
う
文
化
財
保
護
の
枠
組
に
お

け
る
伝
承
を
有
す
る
植
物
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

を
本
研
究
の
目
的
と
す
る
。

な
お
、
口
承
文
芸
の
研
究
に
お
い
て
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
植

物
と
、
そ
の
植
物
に
ま
つ
わ
る
伝
承
の
関
係
を
捉
え
な
お
す
こ
と
は
、
口

承
文
芸
研
究
と
地
域
社
会
の
新
た
な
結
節
点
を
見
い
だ
す
う
え
で
も
意
義

の
あ
る
研
究
と
い
え
る
。

二　
研
究
方
法

対
象
は
、
二
〇
一
九
年
度
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
国
指
定
天
然
記
念
物
（
植

物
）（
特
別
指
定
を
含
む
）
と
し
、
文
化
財
指
定
に
関
す
る
基
礎
情
報
（
名
称・

指
定
年
・
指
定
基
準
等
）
をW

eb

サ
イ
ト
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」（https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index

、
二
〇
二
〇
年
六
月
三
十
日

最
終
閲
覧
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
各w

eb

サ
イ
ト
の
最
終
閲
覧
日
も
同
日

で
あ
る
）
を
利
用
し
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
発
表
資
料
、
各
自
治

体
の
天
然
記
念
物
を
紹
介
す
るW

eb

サ
イ
ト
お
よ
び
刊
行
し
て
い
る
文
献
資

料
か
ら
情
報
を
収
集
し
た
。

伝
承
の
有
無
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
天
然
記
念
物
（
植
物
）
に
ま

つ
わ
る
伝
承
の
公
開
や
共
有
に
積
極
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
こ
と
を
重
視

し
、
天
然
記
念
物
（
植
物
）
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
説
明
看
板
、
所
有

者
・
行
政
のW

eb

サ
イ
ト
・
広
報
媒
体
で
の
記
載
を
確
認
し
、
個
人
著
作

物
で
の
記
載
は
除
外
し
た
。
ま
た
、
伝
承
の
有
無
は
、
植
物
に
直
接
関
わ
る

も
の
と
し
、
植
物
が
生
息
す
る
寺
社
や
山
等
に
関
す
る
も
の
は
除
い
た
。

目
的
一
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
を
参
考
に
指
定
時
期
を
区
分
し
、
天
然

記
念
物
（
植
物
）
全
体
と
伝
承
を
有
す
る
天
然
記
念
物
（
植
物
）
の
指
定
件

数
の
推
移
を
確
認
し
た
。
亀
井
幹
夫
、
中
越
信
和
「
国
指
定
天
然
記
念
物

（
植
物
）
の
指
定
方
針
と
そ
の
変
遷
」（『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
六
四
巻
五

号 

二
〇
〇
一
）
で
は
、
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
保
存
法
が
制
定
さ
れ
、
最
初
の

指
定
が
行
わ
れ
た
一
九
二
〇
年
か
ら

一
九
九
九
年
ま
で
を
天
然
記
念
物
（
植

物
）
の
法
的
な
動
向
か
ら
五
期
に
区
分

し
て
い
た
。
今
回
は
、
亀
井
ら
の
時
期

区
分
を
踏
襲
し
た
う
え
で
、
そ
の
後
の

期
間
も
含
め
、
指
定
が
行
わ
れ
た
期
間

で
区
切
り
、
Ⅰ
〜
Ⅵ
期
に
区
分
を
し
た

（
表
1
）。

つ
い
で
、国
指
天
然
記
念
物
（
植
物
）

が
先
述
の
「
国
指
定
基
準
」
の
植
物
の

指
定
基
準
十
二
項
目
の
う
ち
ど
れ
に
当

て
は
ま
る
の
か
を
み
た）

11
（

。
指
定
基
準
が

複
数
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
各
基
準
に

一
つ
ず
つ
加
算
し
た
。
加
え
て
、
伝
承

が
あ
る
天
然
記
念
物
（
植
物
）
に
つ
い

て
も
同
じ
よ
う
に
指
定
基
準
十
二
項
目

の
ど
れ
に
当
て
は
ま
る
の
か
を
み
た
。

目
的
二
に
つ
い
て
は
、
目
的
一
に
お
い
て
伝
承
が
確
認
で
き
た
対
象
を
、

伝
承
内
容
ご
と
に
比
較
し
た
。
植
物
に
関
す
る
伝
承
の
分
類
は
、
こ
れ
ま

で
植
物
の
種
類
や
名
称
に
よ
る
方
法
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し

つ
つ
、
今
回
は
、
植
物
と
人
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
伝
承
内
容

表1　指定時期区分
区分 期間 内容
Ⅰ 1920.07.17-1923.03.07 史蹟名勝天然紀念物保護法制定直後
Ⅱ 1924.12.09-1945.02.22 史蹟名勝天然紀念物調査会廃止から終戦まで
Ⅲ 1948.01.14-1949.04.12 戦後変動期
Ⅳ 1951.06.09-1975.06.26 文化財保護法制定から高度経済成長期
Ⅴ 1976.07.26-2002.03.19 文化財保護法改正（昭和 50年改正）施行
Ⅵ 2003.07.25-2019.02.26 文化財保護法改正（平成16年改正）施行から現在
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に
つ
い
て
、「
主
体
」（
誰
が
・
何
の
等
）
と
「
行
為
・
作
用
」（
ど
う
し

た
・
何
だ
等
）
に
分
け
、
さ
ら
に
「
主
体
の
属
性
」
を
植
物
が
生
育
す
る

地
域
（
場
所
）
と
の
関
係
か
ら
、〈
①
著
名
人
（
〇
〇
天
皇
、
〇
〇
親
王
、

菅
原
道
真
等
の
皇
族
・
貴
族
、
空
海
、
親
鸞
、
役
行
者
等
の
高
僧
や
宗
教

者
、
坂
上
田
村
麻
呂
、
源
義
家
、
徳
川
家
康
等
の
武
将
・
大
名
で
そ
の
場

所
に
や
っ
て
き
た
人
物
）〉〈
②
神
仏
等
（
〇
〇
神
や
観
音
、
ス
サ
ノ
オ
や

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
等
の
神
話
上
の
人
物
、
天
狗
や
鬼
等
の
異
類
）〉〈
③
植
物

（
植
物
そ
の
も
の
）〉〈
④
人
々
（
地
域
住
民
、
祈
願
す
る
人
や
〇
〇
に
困
っ

た
人
等
、
植
物
が
存
在
す
る
地
域
で
暮
ら
し
て
い
た
人
）
に
分
類
し
た
。

「
行
為
・
作
用
」
は
「
伝
承
内
容
の
種
類
」
と
し
て
、〈
①
発
生
・
名
称
の

由
来
（
植
え
た
、
種
を
蒔
い
た
、
名
付
け
た
等
、
植
物
の
発
生
や
名
称
の

由
来
と
な
る
も
の
）〉〈
②
特
異
な
植
生
・
形
容
（
枝
を
曲
げ
る
、
姿
を
変

え
る
、
一
斉
に
花
が
咲
く
等
、
通
常
で
は
起
こ
り
え
な
い
植
生
や
形
容
に

関
す
る
も
の
）〉〈
③
兆
し
・
霊
験
（
病
が
治
る
、
吉
事
・
凶
事
が
起
こ
る

等
、
兆
し
や
治
癒
、
た
た
り
に
関
す
る
も
の
）〉〈
④
生
活
利
用
（
植
物
を

食
べ
る
、
飾
り
に
使
う
、
目
印
に
す
る
な
ど
、
生
活
で
の
利
用
に
関
す
る

も
の
）〉〈
⑤
そ
の
他
〉
に
分
類
し
、
そ
の
傾
向
を
把
握
し
た
（
例
え
ば
、

「
空
海
が
植
え
た
サ
ク
ラ
と
伝
え
ら
れ
る
」
と
い
う
伝
承
の
場
合
、「
空
海
」

を
「
主
体
」
と
し
て
「
主
体
の
属
性
」
は
〈
著
名
人
〉、「
植
え
た
」
を
「
行

為
・
作
用
」
と
し
て
「
伝
承
内
容
の
分
類
」
は
〈
発
生
・
名
称
の
由
来
〉

と
す
る
）。

こ
れ
を
ふ
ま
え
、
最
後
に
、
目
的
一
と
目
的
二
の
結
果
に
つ
い
て
考
察

し
た
。

三　
結
果

（
一
）
国
指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
の
指
定
状
況

⑴  

国
指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
の
伝
承
の
有
無
と
時
期
に
よ
る
変
遷

（
図
1
）

現
在
（
二
〇
一
九
年
度
指

定
ま
で
）、
国
指
定
天
然
記
念

物
（
植
物
）
は
五
五
八
件
）
13、
12
（

み
ら
れ
た
。
ま
ず
、
国
指
定

天
然
記
念
物
（
植
物
）

五
五
八
件
の
う
ち
、
伝
承
を

有
し
て
い
る
の
か
い
な
い
か

を
確
認
し
た
。
結
果
、
伝
承

が
確
認
で
き
た
の
は
一
四
九

件
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
全

体
の
う
ち
三
割
程
度
が
伝
承

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

次
に
、
国
指
定
天
然
記
念

物
（
植
物
）
は
五
五
八
件
の

う
ち
、
伝
承
を
有
し
て
い
る

国
指
定
天
然
記
念
物（
植
物
）

一
四
九
件
と
伝
承
を
有
し
て
い
な
い
国

指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
四
〇
九
件

の
指
定
時
期
を
Ⅰ
〜
Ⅵ
期
に
分
け
た
。

Ⅰ
期
・
Ⅱ
期
に
お
い
て
は
、
三
割
前
後

の
指
定
物
件
に
対
し
て
伝
承
の
存
在
が

み
ら
れ
た
。
一
方
で
、
Ⅴ
〜
Ⅵ
期
に
お

い
て
は
、
次
第
に
減
少
す
る
傾
向
を
み

せ
な
が
ら
も
、
二
割
〜
一
割
程
度
の
指

定
物
件
に
伝
承
が
み
ら
れ
た
。 

⑵ 

指
定
基
準
の
傾
向
（
図
2
）

国
指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）

五
五
八
件
の
う
ち
五
一
件
が
複
数
の
指

定
基
準
に
あ
て
は
ま
っ
た
（
二
つ
の
基

準
に
あ
て
は
ま
る
も
の
が
四
六
件
、
三

つ
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
も
の
が
五

件
）
た
め
、
個
別
に
加
算
し
全
体
の
母

数
は
六
一
四
件
と
し
た
。

傾
向
を
み
る
と
、
全
体
六
一
四
件
の

う
ち
約
半
数
（
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
に

あ
た
る
三
〇
八
件
が
、「（
一
）
名
木
、

巨
木
、
畸
形
木
、
栽
培
植
物
の
原
木
、

並
木
、
社
叢
」
で
あ
り
、
最
も
多
か
っ

た
。
次
い
で
「（
二
）
代
表
的
原
始
林
、
稀
有
の
森
林
植
物
相
」
が
一
〇
一

件
で
約
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
最
も
少
な
い
の
は
「（
七
）

洞
穴
に
自
生
す
る
植
物
群
落
」
で
四
件
で
あ
っ
た
。
他
「（
十
）
著
し
い

植
物
分
布
の
限
界
地
」
は
五
四
件
（
九
パ
ー
セ
ン
ト
）、「（
十
二
）
珍
奇

又
は
絶
滅
に
瀕
し
た
植
物
の
自
生
地
」
は
三
七
件
（
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
と

や
や
多
く
、
残
る
各
指
定
基
準
の
件
数
は
二
〇
〜
一
〇
件
程
度
で
あ
っ

た
。次

に
、
伝
承
を
有
す
る
国
指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
の
指
定
の
傾
向

を
み
た
と
こ
ろ
、
伝
承
が
確
認
で
き
た
一
四
九
件
の
う
ち
、
二
つ
の
基
準

に
あ
て
は
ま
る
も
の
（
三
件
）
を
個
別
に
加
算
し
、
一
五
二
件
を
母
数
と

し
て
指
定
基
準
別
の
件
数
の
傾
向
を
把
握
し
た
。

結
果
、「（
一
）
名
木
、
巨
木
、
畸
形
木
、
栽
培
植
物
の
原
木
、
並
木
、

社
叢
」
が
一
三
七
件
と
最
も
多
く
、
伝
承
を
有
し
て
い
た
指
定
天
然
記
念

物
（
植
物
）
の
う
ち
約
九
割
が
該
当
し
た
。
ま
た
、
指
定
基
準
別
の
件
数

で
は
、「（
一
）
名
木
、
巨
木
、
畸
形
木
、
栽
培
植
物
の
原
木
、
並
木
、
社

叢
」
は
三
〇
八
件
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
う
ち
約
四
割
が
伝
承
を
有
し

て
い
る
と
い
え
る
。
次
い
で
伝
承
を
有
す
る
国
指
定
天
然
記
念
物
（
植

物
）
が
多
か
っ
た
の
は
、「（
十
二
）
珍
奇
又
は
絶
滅
に
瀕
し
た
植
物
の
自

生
地
」
で
六
件
み
ら
れ
た
。
指
定
基
準
の
傾
向
で
二
番
目
に
多
か
っ
た

「（
二
）
代
表
的
原
始
林
、
稀
有
の
森
林
植
物
相
」
は
、
伝
承
が
確
認
で
き

た
件
数
が
三
件
と
、
指
定
基
準
件
数
が
多
く
み
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

伝
承
を
有
し
て
い
る
件
数
は
少
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
他
、「（
六
）
泥
炭

形
成
植
物
の
発
生
す
る
地
域
の
代
表
的
な
も
の
」「（
十
）
著
し
い
植
物
分

図1　時期別指定件数

国指定天然記念物
（植物）（N=614）

伝承あり（N＝152)

0％ 20％10％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

308
（一）

101
（二）

15
（三）

21
（四）

137
（一）

12　16
（六）

18
（八）

17
（九）

54
（十）

11 37
（十二）

3 3 2 6
（十二）

1

（五）

（六）

4
（七） （十一）

（十一）（十）（二）

図2　国指定天然記念物（植物）全体と伝承を有する国指定天然記念物（植物）の指定基準別件数
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布
の
限
界
地
」「（
十
一
）
著
し
い
栽
培
植
物
の
由
生
地
」
に
つ
い
て
は
、

一
〜
三
件
み
ら
れ
た
。「（
三
）
代
表
的
高
山
植
物
帯
、
特
珠
岩
石
地
植
物

群
落
」「（
四
）
代
表
的
な
原
野
植
物
群
落
」「（
五
）
海
岸
及
び
沙
地
植
物

群
落
の
代
表
的
な
も
の
」「（
七
）
洞
穴
に
自
生
す
る
植
物
群
落
」「（
八
）

池
泉
、
温
泉
、
湖
沼
、
河
、
海
等
の
珍
奇
な
水
草
類
、
藻
類
、
蘇
苔
類
、

微
生
物
等
の
生
ず
る
地
域
」「（
九
）
着
生
草
木
の
著
し
く
発
生
す
る
岩
石

又
は
樹
木
」
に
は
、
伝
承
を
有
す
る
指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
。

⑶ 

ま
と
め

国
指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
は
、
全
体
の
う
ち
約
三
割
が
伝
承
を
有

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
時
期
別
の
指
定
件
数
の
傾
向

を
み
る
と
、
Ⅰ
期
・
Ⅱ
期
に
指
定
が
多
く
み
ら
れ
、
こ
れ
は
天
然
記
念
物

全
体
の
指
定
傾
向
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ⅳ
〜
Ⅵ
期
に
は
次
第

に
割
合
は
減
少
す
る
も
の
の
、継
続
的
に
伝
承
を
有
す
る
天
然
記
念
物
（
植

物
）
が
指
定
さ
れ
て
い
る
状
況
が
み
ら
れ
た
。

伝
承
を
有
す
る
天
然
記
念
物
（
植
物
）
の
指
定
基
準
は
、「（
一
）
名
木
、

巨
木
、
畸
形
木
、
栽
培
植
物
の
原
木
、
並
木
、
社
叢
」
が
約
九
割
を
占
め
、

こ
れ
は
、天
然
記
念
物
（
植
物
）
全
体
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
割
合
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
同
時
に
そ
の
他
の
指
定
基
準
は
、
国
指
定
天
然
記
念
物
（
植

物
）
全
体
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
割
合
を
示
す
中
で
、「（
十
二
）
珍
奇
又

は
絶
滅
に
瀕
し
た
植
物
の
自
生
地
」
は
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

（
二
） 

国
指
定
天
然
記
念

物
（
植
物
）
が
有

す
る
伝
承
の
内
容

⑴  

伝
承
の
分
類

（
一
）
で
は
、
国
指
定
天

然
記
念
物
（
植
物
）
五
五
八

件
の
う
ち
、
一
四
九
件
に

伝
承
が
あ
る
こ
と
が
把
握

で
き
た
。
こ
の
う
ち
、
複

数
の
伝
承
が
あ
る
植
物
も

み
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
そ

れ
ら
を
個
別
に
数
え
、
本

稿
で
は
一
九
三
件
の
伝
承

を
対
象
と
し
て
分
類
を
行

な
っ
た
（
図
3
）。

⑵ 

個
別
具
体
例

①
発
生
・
名
称
の
由
来

発
生
・
名
称
の
由
来
に

関
す
る
伝
承
は
、
一
一
七

件
と
全
体
（
一
九
三
件
）

の
う
ち
約
六
割
に
み
ら
れ

た
。
主
体
の
属
性
に
着
目
し
て
み
る
と
、
著
名
人
が
最
も
多
く
八
五
件
で

あ
っ
た
。
著
名
人
が
主
体
と
な
る
伝
承
の
九
割
が
発
生
・
名
称
の
由
来
に

関
す
る
伝
承
で
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
多
く
み
ら
れ
た
の
が
、
天
皇
や
高
僧
、
武
将
・
大
名
に
よ

る
「
お
手
植
え
」
の
伝
承
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

・ 「
小
木
の
御
所
ザ
ク
ラ
」（
新
潟
県
佐
渡
市
）
：
順
徳
上
皇
の
御
手
植
え
と

伝
承
さ
れ
（
佐
渡
市
教
育
委
員
会
「
小
木
の
御
所
ザ
ク
ラ
」
現
地
説
明
看

板　
二
〇
一
三
）

・ 「
藤
川
天
神
の
臥
龍
梅
」（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
）
：
菅
原
道
真
が
植
え

た
一
本
の
梅
か
ら
繁
茂
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
（
薩
摩
川
内
市
教
育
委

員
会
「
国
指
定
天
然
記
念
物　
藤
川
天
神
の
臥
龍
梅
」
現
地
説
明
看
板　

二
〇
一
七
）

が
あ
る
。

ま
た
、
挿
し
た
杖
や
箸
が
木
と
な
る
内
容
で
「
杖
立
伝
説
」
や
「
箸
立

伝
説
」
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、

・ 「
菩
提
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
」（
岡
山
県
奈
義
町
）
：
法
然
上
人
が
学
問
成
就
を

祈
願
し
て
挿
し
た
杖
が
芽
吹
い
た
と
い
わ
れ
る
（
奈
義
町
教
育
委
員
会

「
天
然
記
念
物　
大
イ
チ
ョ
ウ
」
現
地
説
明
看
板　
設
置
年
不
明
）

・ 「
南
花
沢
の
ハ
ナ
ノ
キ
」（
滋
賀
県
東
近
江
市
）
：
花
沢
の
ハ
ナ
ノ
キ
は
、

1
2
0
0
年
前
聖
徳
太
子
が
仏
法
の
繁
栄
を
祈
願
し
て
、
南
北
に
一
本

ず
つ
刺
し
た
箸
が
太
子
の
祈
願
ど
お
り
に
大
き
く
成
長
し
た
（
滋
賀
県
教

育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
「
南
花
沢
の
ハ
ナ
ノ
キ
」
文
化
財
紹
介

リ
ー
フ
レ
ッ
ト　
二
〇
〇
四
）

も
み
ら
れ
た
。

著
名
人
を
具
体
的
に
み
て
み
る
と
、

・ 「
狩
宿
の
下
馬
ザ
ク
ラ
」（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
：
「
狩
宿
の
下
馬
桜
」
は
、

別
名
「
駒
止
め
の
桜
」
と
呼
ば
れ
、
頼
朝
が
桜
の
枝
に
馬
を
つ
な
い
だ
と

伝
え
ら
れ
る
（
富
士
宮
市
、
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
「
狩
宿
の
下
馬
桜
」

現
地
説
明
看
板　
設
置
年
不
明
）

・ 「
東
昌
寺
の
マ
ル
ミ
ガ
ヤ
」（
宮
城
県
仙
台
市
）
：
伊
達
政
宗
が
鬼
門
よ
け

と
し
て
植
え
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
仙
台
市
教
育
委
員

会
「
国
指
定
天
然
記
念
物
（
平
成
7
年
3
月
20
日
指
定
）
東
昌
寺
の
マ
ル

ミ
ガ
ヤ
」
現
地
説
明
看
板　
二
〇
〇
二
）

・ 「
高
岡
の
月
知
梅
」（
宮
崎
県
宮
崎
市
）
：
月
知
梅
は
、
延
宝
元
年

（
1
6
7
3
年
）
第
19
代
藩
主
、
島
津
光
久
が
来
観
し
た
と
き
に
『
月
知

梅
』
と
命
名
し
た
も
の
（
宮
崎
市
教
育
委
員
会
「
指
定
天
然
記
念
物　
高

岡
の
月
知
梅
」
現
地
説
明
看
板　
設
置
年
不
明
）

の
よ
う
に
、
源
頼
朝
や
伊
達
政
宗
あ
る
い
は
島
津
家
と
い
っ
た
、
全
国
的

に
も
著
名
で
、
か
つ
、
植
物
が
あ
る
地
域
で
活
躍
や
統
治
を
し
た
所
縁
あ

る
人
物
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

・ 「
鳥
屋
野
逆
ダ
ケ
の
藪
」（
新
潟
県
新
潟
市
）
：
こ
の
竹
や
ぶ
に
は
親
鸞
聖

人
が
鳥
屋
野
の
地
で
布
教
し
て
い
た
と
き
、
持
っ
て
い
た
杖
を
地
面
に
挿

し
た
と
こ
ろ
、
根
付
い
て
枝
葉
が
逆
さ
に
生
え
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り

（
文
化
庁
、
新
潟
県
教
育
委
員
会
、
新
潟
市
教
育
委
員
会
「
国
指
定
天
然

記
念
物　
鳥
屋
野
逆
ダ
ケ
の
藪
」
現
地
説
明
看
板　
二
〇
〇
九
）

・ 「
上
沢
寺
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
」（
山
梨
県
身
延
町
）
：
文
永
11

発生・名称の
由来（n=117）

特異な植生・
形容（n=7）

兆し・霊験
（n=47）

生活利用
（n=11）

その他（n=11）

85

2

2

2

1

6

12

1

8

1

4

11

2

23

22

2

9
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著名人　　　神仏等　　　植物　　　人々

図3　国指定天然記念物（植物）にみられた伝承の内容
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（
1
2
7
4
）
年
、
日
蓮
聖
人
は
、
入
山
後
ま
も
な
く
小
室
山
（
旧
増
穂
町
）

の
修
験
僧
善
知
法
印
と
法
論
し
た
。
法
論
に
敗
れ
た
法
印
は
、
お
も
て
に
聖

人
へ
心
服
を
装
い
内
心
聖
人
の
毒
殺
を
謀
り
当
寺
に
来
り
、
時
の
当
寺
職
、

法
喜
阿
闍
梨
と
共
に
聖
人
に
毒
餅
を
供
し
た
。
こ
れ
を
看
破
し
た
聖
人
は
餅

を
庭
に
投
げ
捨
て
た
。
た
ま
た
ま
庭
へ
入
っ
て
来
た
白
犬
が
そ
の
餅
を
口
に

し
て
倒
れ
た
。
聖
人
は
こ
の
犬
を
憐
れ
み
、
こ
れ
を
葬
っ
た
塚
に
手
書
き
の

塔
婆
と
、
使
用
の
銀
杏
の
杖
を
立
て
供
養
し
た
。
や
が
て
、
こ
の
杖
が
芽
吹

き
成
長
し
て
現
在
の
巨
樹
と
な
っ
た
（
身
延
町
、
身
延
町
観
光
協
会
「
法
喜

山
上
澤
寺　
日
蓮
宗
旧
久
遠
寺
末
」
現
地
説
明
看
板　
二
〇
一
五
）

の
よ
う
に
、
親
鸞
や
日
蓮
と
い
っ
た
鎌
倉
期
の
仏
教
宗
派
の
開
祖
が
主
体

と
な
っ
た
植
物
の
伝
承
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
み
ら
れ
た
。
特
に
、
親
鸞
は
配

流
先
の
新
潟
県
、
日
蓮
は
本
山
を
開
い
た
身
延
山
の
あ
る
山
梨
県
に
多
い

傾
向
に
あ
っ
た
。

人
々
で
は
、

・ 「
嬉
野
の
大
チ
ャ
ノ
キ
」（
佐
賀
県
嬉
野
市
）
：
吉
村
新
兵
衛
は
役
目
の
た

め
肥
前
白
石
郷
（
現
白
石
町
）
か
ら
こ
の
地
へ
移
住
し
、
慶
安
年
間
に
往

来
札
に
関
し
て
法
度
に
触
れ
、
切
腹
と
決
め
ら
れ
た
が
、
先
代
の
武
功
に

よ
り
助
命
さ
れ
、
そ
の
後
茶
の
栽
培
に
尽
力
し
、
嬉
野
茶
を
創
始
し
た
と

さ
れ
て
い
る
（
中
略
）
こ
の
大
茶
樹
は
、
こ
の
頃
に
栽
培
さ
れ
た
も
の
の

ひ
と
つ
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
嬉
野
市
教
育
委
員
会
「
嬉
野
の
大

茶
樹
」
現
地
説
明
看
板　
設
置
年
不
明
）

・ 「
大
日
比
ナ
ツ
ミ
カ
ン
原
樹
」（
山
口
県
長
門
市
）
：
江
戸
時
代
中
頃
（
18

世
紀
）、
こ
の
地
に
漂
着
し
た
果
実
を
拾
っ
て
、
西
本
チ
ョ
ウ
が
播
種
し

た
と
の
伝
え
が
あ
る
。（
長
門
市
「
大
日
比
ナ
ツ
ミ
カ
ン
原
樹
」https://

w
w

w.city.nagato.yam
aguchi.jp/soshiki/63/23655.htm

l

）

よ
う
に
、
当
地
で
産
業
と
な
っ
た
栽
培
樹
木
の
原
木
を
発
見
・
導
入
し
た

人
物
の
伝
承
が
み
ら
れ
た
。

②
特
異
な
植
生
・
形
容

植
物
の
特
異
な
植
生
・
形
容
に
関
す
る
伝
承
は
七
件
あ
り
、
そ
の
う
ち

四
件
は
植
物
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
。
形
容
に
関
し
て
は
、

・ 「
将
軍
ス
ギ
」（
新
潟
県
阿
賀
町
）
：
そ
の
昔
、
村
人
が
こ
の
杉
を
切
り
、

船
を
造
ろ
う
と
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
一
夜
に
し
て
地
面
に
沈
ん
で
し
ま
っ

た
と
い
う
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
（
阿
賀
町
「
天
然
記
念
物　
将
軍
杉
」　

現
地
説
明
看
板　
設
置
年
不
明
）

・ 「
八
幡
神
社
の
大
ス
ギ
」（
石
川
県
加
賀
市
）
：
昔
々
、
村
人
た
ち
が
大
杉

を
伐
っ
て
帆
柱
に
し
よ
う
と
相
談
し
た
が
、
翌
日
、
お
宮
に
い
っ
て
み
る

と
、
三
つ
の
枝
に
分
か
れ
、
帆
柱
に
は
な
ら
な
い
杉
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
（
看
板
設
置
者
不
明
「
国
指
定
天
然
記
念
物　
八
幡
神
社
の
大
杉　
昭

和
18
年
4
月
指
定
」
現
地
説
明
看
板　
設
置
年
不
明
）

な
ど
が
あ
り
、
花
に
関
し
て
は
、

・ 「
京
丸
の
ア
カ
ヤ
シ
オ
お
よ
び
シ
ロ
ヤ
シ
オ
群
生
地
」（
静
岡
県
浜
松
市
）
：

60
年
に
一
度
唐
傘
大
の
花
を
咲
か
せ
る
牡
丹
が
あ
る
と
い
う
伝
説
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
花
は
国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ア
カ
ヤ
シ
オ
、
シ
ロ

ヤ
シ
オ
の
大
群
生
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
浜
松
市
環
境
部
環
境
政
策
課

「
て
ん
は
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
地
域
資
源
の
紹
介
」https://tenham

aeco.
ham

azo.tv/e1963158.htm
l

）

・ 「
三
島
神
社
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」（
静
岡
県
三
島
市
）
：
そ
の
香
は
神
社
付

近
は
も
ち
ろ
ん
遠
方
に
ま
で
に
お
よ
び
、
時
に
は
二
里
（
約
八
キ
ロ
）
先

ま
で
届
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
三
島
市
教
育
委
員
会
「
三
嶋
大
社
の

キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
現
地
説
明
看
板 

一
九
九
七
）

な
ど
が
み
ら
れ
た
。

③
兆
し
・
霊
験

兆
し
・
霊
験
の
伝
承
は
二
番
目
に
多
く
、
四
七
件
み
ら
れ
た
。
主
体
は

人
々
が
最
も
多
く
、
二
二
件
と
半
数
近
く
を
占
め
て
い
た
。
神
仏
等
が
主

体
と
な
る
伝
承
が
十
二
件
、
植
物
自
身
が
主
体
と
な
る
伝
承
が
十
一
件
と

ほ
ぼ
同
数
で
一
定
数
が
み
ら
れ
た
。

人
々
に
つ
い
て
は
、
良
い
こ
と
と
し
て
は
、
植
物
へ
祈
願
し
た
り
直
接

一
部
を
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
病
気
が
治
癒
す
る
伝
承
と
な
っ
て
お
り
、

・ 「
平
石
の
乳
イ
チ
ョ
ウ
」（
高
知
県
土
佐
町
）
：
古
く
か
ら
、"

婦
人
み
な

乳
多
き
こ
と
を
祈
願
す
る"

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（
土
佐
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.tow
n.tosa.kochi.jp/publics/index/113/

） 

・ 「
月
瀬
の
大
ス
ギ
」（
長
野
県
根
羽
村
）
：
虫
歯
に
痛
む
者
が
祈
願
す
る
と

霊
験
が
著
し
く
（
根
羽
村
「
月
瀬
の
大
杉
」
現
地
説
明
看
板　
一
九
九
六
）

な
ど
で
あ
る
。
婦
人
や
乳
に
関
す
る
こ
と
は
イ
チ
ョ
ウ
、
歯
な
ど
の
痛
み

は
ス
ギ
の
木
で
あ
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
一
方
で
、

・ 「
平
川
の
大
ス
ギ
」（
山
口
県
山
口
市
）
：
樹
枝
を
切
り
取
る
と
奇
病
に
か

か
る
と
言
わ
れ
（
山
口
県
教
育
委
員
会
、
山
口
市
教
育
委
員
会
「
平
川
の

大
ス
ギ
」
現
地
説
明
看
板　
設
置
年
不
明
）

の
よ
う
に
、
よ
く
な
い
こ
と
が
起
き
る
た
め
に
伐
採
や
立
ち
入
り
を
禁
ず

る
伝
承
も
み
ら
れ
た
。

植
物
が
主
体
と
な
る
場
合
、
良
い
こ
と
と
し
て
は
、

・ 「
有
田
の
イ
チ
ョ
ウ
」（
佐
賀
県
有
田
町
）
：
1
8
2
8
年
（
文
政
11
年
）

の
大
火
で
有
田
の
町
は
焼
け
尽
く
さ
れ
た
が
、
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
に

隣
接
す
る
池
田
広
孝
家
は
難
を
ま
ぬ
が
れ
て
焼
け
残
っ
た
唯
一
の
木
造

建
築
物
で
あ
る
。
池
田
家
で
は
、「
イ
チ
ョ
ウ
の
木
は
火
を
嫌
い
、
大
火

の
時
に
風
を
お
こ
し
て
火
を
寄
せ
づ
け
ず
、
家
を
守
っ
て
く
れ
た
。」
と

言
い
伝
え
ら
え
て
い
る
（
有
田
町
「
有
田
の
イ
チ
ョ
ウ
」
現
地
説
明
看

板　
設
置
年
不
明
）

の
よ
う
に
、
火
事
等
の
災
害
か
ら
植
物
が
建
物
や
住
民
を
守
っ
て
く
れ
た

伝
承
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、

・ 「
塚
崎
の
ク
ス
」（
鹿
児
島
県
肝
付
町
）
：
古
来
戦
争
が
勃
発
す
る
直
前
に

枝
が
折
れ
て
予
報
す
る
（
肝
付
町
「
塚
崎
の
ク
ス
」https://kim

otsuki-
tow

n.jp/kanko/bunkazai/bunkazai/kunishitei/2998.htm
l

）

の
よ
う
に
、
植
物
が
起
こ
す
現
象
が
凶
事
の
予
兆
と
な
る
伝
承
も
み
ら
れ
た
。

神
仏
等
が
主
体
と
な
る
伝
承
は
、
植
物
に
何
か
が
い
る
・
宿
っ
て
い
る

（
の
で
何
か
が
起
こ
る
）
と
い
う
伝
承
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

・ 「
千
本
イ
チ
ョ
ウ
」（
千
葉
県
市
川
市
）
：
古
来
千
本
公
孫
樹
に
は
白
蛇
が

棲
む
と
言
わ
れ
、
そ
の
姿
を
見
た
も
の
は
幸
福
を
授
か
り
、
長
寿
に
な
る

と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
（
市
川
市
教
育
委
員
会
「
国
指
定
天
然
記
念

物　
千
本
公
孫
樹　
一
樹
」
現
地
説
明
看
板　
二
〇
一
六
）

・ 「
新
宮
藺
沢
浮
島
植
物
群
落
」（
和
歌
山
県
新
宮
市
）
：
お
い
の
伝
説　
昔
、

浮
島
の
森
は
神
倉
聖
の
神
聖
な
修
行
場
で
し
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、「
お
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い
の
」
と
い
う
美
し
い
娘
が
父
と
一
緒
に
薪
を
採
り
に
島
に
渡
り
、
弁
当

の
箸
を
忘
れ
た
た
め
「
カ
シ
ャ
バ
」
の
枝
を
求
め
て
奥
深
く
入
っ
て
行
き
、

大
蛇
に
呑
み
こ
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
も
そ
の
「
蛇
の
穴
」

と
い
う
底
無
し
の
穴
が
あ
り
ま
す
（
新
宮
市
「
お
い
の
伝
説
」　
現
地
設

置
看
板　
一
九
九
三
）

な
ど
、
蛇
（
大
蛇
・
白
蛇
）
に
関
す
る
伝
承
が
五
件
と
多
く
み
ら
れ
た
。

ま
た
、

・ 「
新
居
浜
一
宮
神
社
の
ク
ス
ノ
キ
群
」（
愛
媛
県
新
居
浜
市
）
：
「
小
女
郎

大
明
神
」
と
し
て
楠
木
神
社
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
小
女
郎
狸
は
、
壬
生
川

の
喜
左
衛
門
狸
、
屋
島
の
禿
狸
と
共
に
、
三
兄
妹
と
し
て
、
伊
予
狸
の
名

門
で
、
昔
か
ら
一
番
楠
に
棲
ん
で
い
た
眷
属
と
い
わ
れ
て
い
る
（
設
置
者

不
明
「
伝
説　
小
女
郎
狸
」　
一
宮
神
社
境
内
設
置
看
板
）

・ 「
名
護
の
ひ
ん
ぷ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」（
沖
縄
県
名
護
市
）
：
キ
ジ
ム
ナ
ー
が

12
匹
住
む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
名
護
市
観
光
協
会
「
ぴ
ん
ぷ
ん
が
じ
ゅ

ま
る
」https://nagom

un.or.jp/facility/1950/

）

の
よ
う
に
、
タ
ヌ
キ
や
キ
ジ
ム
ナ
ー
な
ど
、
当
地
で
よ
く
知
ら
れ
た
異
類

（
妖
怪
）
が
す
む
と
い
う
伝
承
も
み
ら
れ
た
。

④
生
活
利
用

植
物
を
利
用
す
る
と
い
う
伝
承
は
、
人
々
が
十
一
件
中
九
件
と
高
い
割

合
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
食
べ
る
・
油
を
と
る
と
い
う
利
用
は

・ 「
建
屋
の
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
」（
兵
庫
県
養
父
市
）
：
正
月
の
ほ
う
ら
い
盆

に
栗
・
串
柿
と
と
も
に
カ
ヤ
の
実
を
飾
り
、
元
旦
の
朝
に
お
茶
と
共
に
い

た
だ
く
習
わ
し
が
あ
り
ま
す
（
養
父
市
教
育
委
員
会
「
国
指
定
天
然
記
念

物　
建
屋
の
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
」
現
地
説
明
看
板　
二
〇
〇
〇
）

を
は
じ
め
、
三
件
と
一
定
数
み
ら
れ
た
。
他
に
も
、

・ 「
笠
山
コ
ウ
ラ
イ
タ
チ
バ
ナ
自
生
地
」（
山
口
県
萩
市
）
：
以
前
は
、「
山
み

か
ん
」
と
称
し
て
正
月
の
飾
り
に
使
っ
て
お
り
（
山
口
県
の
文
化
財
「
笠

山
コ
ウ
ラ
イ
タ
チ
バ
ナ
自
生
地
」https://bunkazai.pref.yam

aguchi.
lg.jp/bunkazai/detail.asp?m

id=30026&
pid=gs_tu2

）

・ 「
与
野
の
大
カ
ヤ
」（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）
：
平
安
時
代
中
期
の
長
元
年

間
（
1
0
2
8
年
か
ら
1
0
3
7
年
）
に
植
え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、

室
町
時
代
の
応
永
年
間
（
1
3
9
4
年
か
ら
1
4
2
7
年
）
に
は
、
既

に
関
東
随
一
の
巨
木
と
し
て
知
ら
れ
、
旅
人
の
よ
き
道
標
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す （
さ
い
た
ま
市
「
文
化
財
紹
介　

与
野
の
大
カ
ヤ
」

https://w
w

w
.city.saitam

a.jp/004/005/006/001/005/002/001/
p000148.htm

l

）

・ 「
草
岡
の
大
明
神
ザ
ク
ラ
」（
山
形
県
長
井
市
）
：
地
元
で
は
種
ま
き
桜
と

よ
ば
れ
、
農
作
業
の
目
安
木
と
し
て
親
し
ま
れ
（
文
化
庁
、
長
井
市
教
育

委
員
会
「
国
指
定
天
然
記
念
物　
草
岡
の
大
明
神
ザ
ク
ラ
」
現
地
説
明
看

板　
二
〇
〇
九
）

と
い
っ
た
年
中
行
事
へ
の
利
用
や
道
行
や
農
作
業
の
基
準
と
し
て
の
役
割

を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
伝
承
も
み
ら
れ
た
。

⑤
そ
の
他

分
類
が
で
き
ず
類
例
が
少
な
か
っ
た
そ
の
他
の
伝
承
は
、
植
物
が
別
の

植
物
と
両
想
い
で
あ
る
と
い
う
、

・ 「
蒲
生
の
ク
ス
」（
鹿
児
島
県
姶
良
市
）
：
出
水
地
方
に
残
る
伝
説
で
は
、

悲
し
き
恋
物
語
に
よ
っ
て
『
出
水
の
大
楠
』『
蒲
生
の
ク
ス
』
は
互
い
に

相
思
の
楠
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
姶
良
市
教
育
委
員
会
「
蒲
生
の

ク
ス
」
現
地
説
明
看
板　
設
置
年
不
明
）

や
、
関
連
す
る
寺
社
が
で
き
る
前
か
ら
植
物
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
、

・ 「
山
神
の
樹
叢
」（
神
奈
川
県
湯
河
原
町
）
：
治
承
年
間
、
土
肥
実
平
が

居
住
し
た
当
時
、
山
神
と
し
て
祭
ら
れ
た
祠
の
周
辺
に
自
然
発
生
し
て

い
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
（
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、
湯
河
原
町
教

育
委
員
会
「
国
指
定
天
然
記
念
物　

山
神
の
樹
叢
」
現
地
説
明
看
板　

一
九
九
三
）

な
ど
が
み
ら
れ
た
。

⑶ 

ま
と
め

天
然
記
念
物
（
植
物
）
が
有
す
る
伝
承
の
内
容
は
、
植
物
の
発
生
・
名

称
に
関
す
る
伝
承
が
最
も
多
く
、
と
り
わ
け
こ
の
地
を
訪
れ
た
皇
族
・
貴

族
や
高
僧
、
武
将
・
大
名
と
い
っ
た
、
著
名
人
が
主
体
と
な
る
内
容
が
多

く
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
広
く
知
ら
れ
て
い
る
人
物
が
訪
れ
た
こ
と
や

著
名
な
人
物
と
地
域
が
関
わ
っ
た
こ
と
を
「
記
念
」
す
る
内
容
が
、
植
物

の
大
き
さ
、
樹
齢
の
長
さ
、
あ
る
い
は
変
わ
っ
た
形
と
い
う
植
物
的
な
特

徴
と
結
び
つ
い
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
次
い
で
多
か
っ
た
兆
し
・
霊
験
に
関
す
る
伝
承
は
、
植
物
に

住
ま
う
神
仏
等
が
良
い
こ
と
・
悪
い
こ
と
を
起
こ
す
、
植
物
自
身
が
守
っ

て
く
れ
る
、
あ
る
い
は
、
吉
凶
の
兆
し
や
病
の
治
癒
と
い
っ
た
霊
験
と
い
っ

た
内
容
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
植
物
の
近
く
に
住
み
暮
ら
す

人
々
に
と
っ
て
、
日
常
的
な
関
わ
り
の
中
で
発
生
す
る
（
し
や
す
い
）
出

来
事
の
伝
承
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
実
を
食
べ
る
と
い
っ
た
実
利

的
な
生
活
利
用
に
関
す
る
内
容
の
伝
承
も
一
定
数
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の

伝
承
は
、
植
物
が
地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
に
お
い
て
現
実
的
・
直
接

的
に
関
与
す
る
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　
ま
と
め

国
指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
は
、
全
体
の
う
ち
約
三
割
が
伝
承
を
有

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
指
定
基
準
「（
一
）
名
木
、
巨
木
、
畸
形 

木
、
栽
培
植
物
の
原
木
、
並
木
、
社
叢
」
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
指
定
基
準
（
一
）
は
植
物
学
的
な
学
術
的
価
値
に
基
づ
く
基
準
と
い

う
よ
り
は
、
人
々
が
そ
の
対
象
と
な
る
植
物
（
樹
木
）
を
い
か
に
認
識
し

て
き
た
か
と
い
う
要
素
の
強
い
指
定
基
準
で
あ
る
と
い
え
、
伝
承
を
有
す

る
樹
木
が
指
定
基
準
（
一
）
に
よ
り
、「
名
木
」
等
と
し
て
近
代
法
に
基
づ

き
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
一

方
で
、
こ
う
し
た
指
定
は
天
然
記
念
物
保
護
制
度
が
成
立
し
た
大
正
〜
昭

和
戦
前
期
に
限
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、「
名
木
」
等
の
保
存
に

対
す
る
法
律
の
運
用
が
、
戦
後
も
引
き
続
き
機
能
し
て
い
る
実
態
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
国
指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
に
ま
つ
わ
る
伝
承
に
は
、
地
域

に
存
在
す
る
植
物
を
介
し
て
著
名
人
と
の
関
係
性
を
示
す
も
の
と
、
人
々

が
植
物
と
日
常
的
に
関
わ
り
続
け
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
存
在
す
る
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こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
法
的
な
保
護
対
象
と

な
る
以
前
か
ら
伝
承
を
有
し
、
大
切
な
・
重
要
な
存
在
と
し
て
人
々
に
意

識
さ
れ
継
承
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
後
、
指
定
基
準
に
適
合
し
天
然
記

念
物
の
指
定
を
受
け
た
と
い
う
経
緯
が
う
か
が
え
る）

14
（

。

「
国
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
国
と
い
う
範
囲

で
捉
え
た
際
の
希
少
性
や
代
表
性
を
有
す
る
植
物
が
故
に
保
護
の
必
要
性
が

あ
る
と
、
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
よ
う

な
評
価
は
一
面
で
あ
り
、実
際
の
植
物
が
存
在
す
る
地
域
の
人
々
の
間
で
は
、

「
下
馬
ザ
ク
ラ
」「
乳
イ
チ
ョ
ウ
」
と
い
っ
た
名
称
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
大
き
い
木
」「
美
し
い
花
が
咲
く
」「
珍
し
い
形
を
し
て
い
る
」
と
い
う
特

徴
と
共
に
、
植
物
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
踏
ま
え
た
認
識
や
親
し
ま
れ
方
を
し

て
い
る
（
し
て
き
た
）
と
い
え
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
天
然
記
念
物
に
な
る
以

前
か
ら
の
個
々
の
植
物
と
そ
れ
を
伝
え
て
き
た
人
々
と
の
実
感
の
あ
る
結
び

つ
き
（
地
域
で
の
位
置
付
け
や
認
識
の
さ
れ
方
・
関
わ
り
方
や
そ
の
変
遷
）

が
う
か
が
え
る
。
植
物
に
ま
つ
わ
る
伝
承
に
着
目
し
、
こ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ

て
き
た
物
語
や
行
為
・
活
動
の
あ
り
様
を
伝
え
る
こ
と
が
、
天
然
の
「
記
念

物
」
と
し
て
植
物
を
伝
え
て
い
く
際
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る）

15
（

。

付
記本

稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
第
四
十
四
回
日
本
口
承
文
芸
学
会
大
会
で

の
研
究
発
表
に
ご
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
、
な
ら
び
に
先
行
研
究

に
つ
い
て
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
北
條
勝
貴
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
1
） 

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
護
法
下
で
は
「
天
然
紀
念
物
」
と
表
記
す
べ

き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
法
令
名
・
引
用
部
を
除
い
て
、「
天
然
記
念

物
」
に
統
一
し
て
表
記
す
る
。

（
2
） 「
昭
和
二
六
年
五
月
一
〇
日　
文
化
財
保
護
委
員
会
告
示
第
二
号
」。
そ

の
後
改
正
が
な
さ
れ
て
お
り
、
現
行
は
「
平
成
七
年
三
月
六
日　
文
部

省
告
示
第
二
四
号
」
で
あ
る
。

（
3
） 

齋
藤
智
志
『
近
代
日
本
の
史
蹟
保
存
事
業
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
』 

二
〇
一
五　

法
政
大
学
出
版
局

（
4
） 

齋
藤
純
は
、「「
伝
説
」
と
い
う
言
葉
か
ら
―
そ
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
口
承
文
芸
研
究
』
第
一
七
号　
一
九
九
四 

に
お
い
て
、
伝
説
研

究
の
展
開
を
示
す
中
、
日
露
戦
争
後
の
史
跡
（
史
蹟
）
指
定
と
伝
説
の

社
会
的
政
治
的
関
係
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
文
化
財
保
護
と
口
承
文
芸

研
究
と
の
関
わ
り
へ
の
指
摘
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
。

（
5
） 

例
え
ば
、「
い
わ
ん
や
椿
の
枝
な
ど
は
手
も
触
れ
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
、

す
な
わ
ち
最
初
は
と
に
か
く
、
少
な
く
と
も
そ
の
保
存
だ
け
は
人
の
力

だ
っ
た
の
で
、
も
し
も
天
然
記
念
物
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
人
の
心

を
も
引
き
く
る
め
て
『
天
然
』
で
あ
っ
た
の
で
す
。」（「
椿
は
春
の
木

（
放
送
）」（
一
九
二
八
年
一
月
三
日
放
送
、『
豆
の
葉
と
太
陽
』

一
九
四
一　
創
元
社
に
所
収
）。
ま
た
、
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
や
『
雪

国
の
春
』（
創
元
社
）
に
も
同
様
の
言
及
が
あ
る
。
柳
田
の
天
然
記
念

物
へ
の
言
及
は
、
風
景
・
景
観
を
論
ず
る
中
で
、
佐
藤
健
二
（「
日
本

近
代
の
風
景
意
識
―
柳
田
國
男
の
風
景
論
か
ら
―
」『
環
境
イ
メ
ー
ジ

論
―
人
間
環
境
の
重
層
的
風
景
―
』
一
九
九
二 

弘
文
堂 

や
菊
地
暁

「
棚
田
の
こ
と
、
ア
エ
ノ
コ
ト
の
こ
と
―
石
川
県
輪
島
市
『
白
米
の
千

枚
田
』
か
ら
―
」
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
編
）『
文
化
的
景
観
研
究
集

会
（
第
二
回
）
報
告
書　
生
き
た
も
の
と
し
て
の
文
化
的
景
観
―
変
化

の
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
読
む
か
―
』
が
指
摘
し
て
い
る
。

（
6
） 

亀
井
幹
夫
、
中
越
信
和
「
国
指
定
天
然
記
念
物
（
植
物
）
の
指
定
方
針

と
そ
の
変
遷
」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
六
四
巻
五
号　
二
〇
〇
〇 

（
7
） 

岡
本
貴
久
子
『
記
念
植
樹
と
日
本
近
代 

林
学
者
本
多
静
六
の
思
想
と
事

績
』 二
〇
一
六　
思
文
閣
出
版

（
8
） 

高
木
敏
雄
『
日
本
伝
説
集
』（
一
九
一
三　
郷
土
研
究
社
）
で
は
、「
樹

木
伝
説
」
を
設
け
「
巨
木
伝
説
」「
二
本
樹
伝
説
及
杖
立
伝
説
」「
縁
起

伝
説
」「
箒
木
伝
説
」
を
分
類
例
示
し
て
い
る
。
柳
田
國
男
は
、『
日
本

伝
説
名
彙
』（
一
九
五
〇　
日
本
放
送
出
版
協
会
）
に
お
い
て
、
伝
説

が
結
び
つ
く
事
物
に
即
し
て
分
類
を
し
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
「
木
の

部
」（「
木
」
と
「
蕨
・
芋
・
菜
・
薄
・
竹
・
葦
」）
を
置
い
て
い
る
。

ま
た
、
荒
木
博
之
、
野
村
純
一
、
福
田
晃
、
宮
田
登
、
渡
邊
昭
五
が
編

集
委
員
を
務
め
た
『
日
本
伝
説
体
系
』（
全
一
五
巻
別
巻
二
巻　

一
九
八
二
〜
一
九
九
〇　
み
ず
う
み
書
房
）
に
お
い
て
は
、
伝
説
を
文

化
叙
事
伝
説
と
自
然
説
明
伝
説
に
二
分
し
、
自
然
説
明
伝
説
の
下
位
分

類
と
し
て
「
木
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（
9
） 

桃
太
郎
伝
説
に
関
す
る
齋
藤
純
（「
童
話
見
物
の
誕
生
│
│
桃
太
郎
伝

説
の
成
立
に
見
る
口
承
文
芸
の
観
光
化
に
つ
い
て
」『
旅
の
文
化
研
究

所
研
究
報
告
』
六
号　
一
九
九
八
、「
猿
橋
の
桃
太
郎
│
│
見
立
て
か

ら
伝
説
へ
│
│
」『
世
間
話
研
究
』
一
七
号 

二
〇
〇
七
）
や
加
原
菜
穂

子
（「『
伝
説
の
ふ
る
さ
と
』
の
創
造
│
│
岡
山
県
の
「
吉
備
路
」
と
桃

太
郎
伝
説
│
│
」『
早
稲
田
商
学
』
第
四
二
七
号　
二
〇
一
一
、「
史
跡

活
用
と
昔
話
」『
口
承
文
芸
研
究
』
第
三
五
号　
二
〇
一
二
）
の
研
究

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
10
） 

山
口
く
る
み
「
千
葉
県
鯛
の
浦
に
お
け
る
タ
イ
の
食
物
禁
忌
」『
口
承

文
芸
研
究
』
第
四
一
号　
二
〇
一
八
で
は
、
国
特
別
天
然
記
念
物
（
動

物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
鯛
の
浦
タ
イ
生
息
地
」
を
対
象
地
と
し
て

い
る
。

（
11
） 

文
化
財
保
護
法
施
行
以
前
の
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
下
で
当
時

の
天
然
紀
念
物
保
存
要
目
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
案
件
の
指
定
基
準

は
、
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
で
公
開
さ
れ
て
い
る
現
状
の

指
定
基
準
に
基
づ
い
た
。

（
12
） 

枯
死
等
で
指
定
解
除
に
な
っ
た
も
の
は
除
外
し
て
い
る
。

（
13
） 

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
件
数
。

（
14
） 

天
然
記
念
物
指
定
に
伴
い
伝
承
が
整
理
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る

が
、
本
稿
は
伝
承
が
「
あ
る
」
こ
と
を
重
視
し
、
現
状
で
の
内
容
を
扱

う
こ
と
と
し
た
。

（
15
） 

今
回
は
、
広
く
伝
え
る
姿
勢
が
う
か
が
え
一
般
の
人
々
の
ア
ク
セ
ス
が

容
易
で
あ
る
、
現
地
に
設
置
さ
れ
た
看
板
や
行
政
のW

eb

サ
イ
ト
を

資
料
と
し
た
。
調
査
の
過
程
で
は
、
個
人
の
調
査
や
新
聞
等
か
ら
、
よ

り
小
さ
な
集
団
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
承
や
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
伝

承
も
確
認
で
き
た
。
そ
の
よ
う
な
伝
承
を
植
物
と
共
に
紹
介
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
や
ま
か
わ
・
ゆ
き
の
り
／
静
岡
県
）


